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「
野
草
の
里
や
ま
う
ら
」
で
は
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
山
浦

小
学
校
を
拠
点
に
、
地
域
に
自
生
す
る
野
草
を
活
か
し
て

お
茶
や
入
浴
品
、
お
菓
子
な
ど
を
住
民
が
協
力
し
て
加
工
・

販
売
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
も
ぎ
蒸
し
の

エ
ス
テ
や
野
草
ガ
イ
ド
、
狩
猟
同
行
体
験
な
ど
、
地
域
全

体
を
舞
台
に
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

野
草
の
里
や
ま
う
ら

野
草
で
元
気
に
　
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

特 集

杵
築
市
山
香
町
の
山
あ
い
に
位
置
す
る
山
浦
地
区
は
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
過
疎
化
が

進
む
地
域
で
し
た
。
２
０
１
６
年
に
杵
築
市
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
大
分
大
学
、
杵
築
市
、
山
浦
地
区
が
共
同
で
地
域
の

悩
み
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
地
域
調
査
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
多
く
の
住
民
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
抱
い
て
い
る

こ
と
が
可
視
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

地
域
全
体
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
２
０
１
７
年
に
生
ま
れ
た

の
が
「
野
草
の
里
や
ま
う
ら
」
構
想
で
す
。

山
浦
の
人
々
は
昔
か
ら
丁
寧
に
草
刈
り
を
行
い
、
山
を
大

切
に
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
タ
ン
ポ
ポ
や
オ
オ
バ
コ
と
い
っ

た
身
近
な
野
草
は
人
里
で
育
つ
植
物
で
、
荒
れ
た
放
棄
地
で

は
育
ち
ま
せ
ん
。
除
草
剤
を
使
わ
ず
、
住
民
が
大
切
に
手
入

れ
を
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
安
全
で
良
質
な
野
草
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
野
草
は
、
か
つ
て
民
間

薬
と
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域

の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
と
、ま
ず
は
野
草
茶
の
加
工
・

販
売
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

廃
校
と
な
っ
た
母
校
を
再
び
地
域
の
拠
点
と
し
、「
誰
も

孤
立
し
な
い
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
思
い
で
交
流
の
場
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
活

住
民
の
声
を
形
に

山
浦
の
誇
り
“
野
草
”
で
作
る

元
気
の
サ
イ
ク
ル

2KIRARI 2026

野草で元気に　支えあう地域づくり　野草の里やまうら



動
は
地
域
の
雇
用
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、「
自
ら
働
い
て

元
気
に
な
り
、
野
草
茶
を
飲
ん
で
元
気
に
な
り
、
そ
れ
を
販

売
し
て
た
く
さ
ん
の
人
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
み
を

進
め
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

令
和
７
年
11
月
に
は
旧
小
学
校
の
２
階
に
喫
茶
室
も
オ
ー

プ
ン
し
、
野
草
茶
や
、
地
域
で
獲
れ
た
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
ラ

ン
チ
な
ど
、
山
浦
の
恵
み
を
味
わ
え
る
料
理
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
米
粉
ケ
ー
キ
は
、
し
っ
と
り
感
を
出
す
た
め
に
何
度

も
試
作
を
重
ね
る
な
ど
、
余
計
な
も
の
を
使
わ
ず
カ
ラ
ダ
に

や
さ
し
い
商
品
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

「
気
軽
に
、
日
常
的
に
野
草
茶
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い

う
思
い
の
も
と
、
地
域
外
の
方
や
卒
業
生
な
ど
多
様
な
人
々

が
訪
れ
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
が
活
気

づ
け
ば
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
者
の
働
き
先
に
も
な
り
、
人
口
が

増
え
て
山
浦
を
守
る
人
が
増
え
て
い
く
―
―
。
こ
う
し
て
地

域
を
守
り
、
健
康
で
元
気
な
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
、活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
癒
さ
れ
、
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
日
々
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
高
齢

化
は
ど
こ
の
地
域
で
も
抱
え
る
大
き
な
問
題
で
す
。

誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
た
ち
が
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
・

社
会
・
行
政
な
ど
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
話
し
合
い
を
行
い
、
互
い
の
意
見
に
耳

を
傾
け
て
き
ま
し
た
。「
野
草
の
里
や
ま
う
ら
」
と

い
う
大
き
な
流
れ
が
で
き
た
こ
と
で
、
よ
り
地
域
が

１
つ
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
こ
に
来

れ
ば
仲
間
が
い
る
、
仕
事
が
あ
る
、
地
域
外
か
ら
の

新
し
い
交
流
も
あ
る
、
そ
ん
な
環
境
に
な
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
最
近

で
は
山
浦
を
新
た
な
暮
ら
し
の
場
と
し
て
選
ん
で
く

だ
さ
る
方
も
現
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
た
め
に
は
、笑
顔
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
世
代
を
越
え
た
交
流

と
、
郷
土
愛
を
育
む
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
必
ず

招
待
し
ま
す
。
運
営
に
は
、
地
域
の
方
々
に
無
理
の

な
い
範
囲
で
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
集
ま
っ
て
、
働
く

場
が
生
活
の
活
力
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

米
の
販
売
と
、
野
草
の
栽
培
・
加
工
・
販
売
か
ら

始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
、
地
域
の
み
ん
な
の
協
力
に

よ
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
形
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
結
果
が
付
い
て
く
る
こ
と
で
次

の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
の
住
民
と
今
の
世
代
が
つ
な
が
っ
て
い
く

姿
を
見
る
と
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
思
い
を
引
継

ぎ
な
が
ら
、
魅
力
を
感
じ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る
後

継
者
を
迎
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

場
所
を
中
心
に
人
が
集
ま
り
、
地
域
が
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

― 代 表 理 事 の 阿 部 信 秀 さ ん に お 話 を 伺 い ま し た。

一
般
社
団
法
人

野
草
の
里
や
ま
う
ら

代
表
理
事

阿あ

部べ 

信の
ぶ

秀ひ
で

さ
ん（
76
）

一般社団法人  野草の里やまうら
杵築市山香町山浦2508番地
Ｔ Ｅ Ｌ／	0977-51-5721
営 業 日 時／	�月曜日～金曜日 9：00～16：00（不定休）
喫茶室の営業日時／	�日曜日、月曜日 11：30～17：00（不定休）
よもぎ蒸し室の営業日時／	3日前までの完全予約制（要確認）
※�詳細はSNSやお電話でご確認ください。

山浦で狩猟したシカやイノシシの皮などを使用した、皮作家の「アトリ
エSAWAWA」が手掛けるジビエレザーや、各種商品の他にも「やま
うら野草ガイド」、「山里の暮らしを体験する　野草の里やまうら・狩猟
同行＆ジビエ体験」などの珍しい参加型プランもあります。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
オ
ー
プ
ン
“
喫
茶
室
” 

交
流
の
輪
に
未
来
を
見
据
え
る

インスタグラム ラインフェイスブック

「野草の里やま
うら」をもっと
知 り た い 方 は
こちらから！
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総
代
改
選
に
関
す
る
協
力 
➡ 
損
害
評
価
員
に
依
頼

広
報
紙
等
の
配
布 
➡ 
組
合
員
へ
郵
送
対
応

令
和
８
年
度
か
ら

変
わ
り
ま
す

機構改革のお知らせ

令
和
７
年
度
末
を
も
っ
て
、
共
済
部
長
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

現
在
の
共
済
部
長
の
主
な
役
割
に
係
る
対
応
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•

定
数
：
５
０
０
人
以
内
か
ら
１
０
０
人
以
内
に
変
更

•
�

任
期
：
令
和
８
年
６
月
30
日
～ 

�

令
和
11
年
６
月
29
日
（
３
年
間
）

•

農
作
物
共
済
小
部
会
組
織
を
廃
止

•
�

常
緑
果
樹
共
済
部
会
と
落
葉
果
樹
共
済
部
会
を 

統
合
し
、「
果
樹
共
済
部
会
」
と
し
ま
す

◼
共
済
部
長
制
度
の
廃
止

「
北
部
支
所
」を
新
支
所
と
し
、

東
部
支
所
を「
東
部
駐
在
所
」と
し
て
存
続
し
ま
す
。

北
部
支
所
は
両
支
所
の
管
轄
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
支
所
統
合
後
の
新
支

所
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
推
進
活
動
や
評
価
体
制
の
構
築
・
展
開
が
期

待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
窓
口
対
応
等
の
た
め
、「
東
部

支
所
」
は
「
東
部
駐
在
所
」
と
し
て
名
称
を
変
更
し
、
窓
口
業
務
の
み
を
行
い
ま
す
。

◼
東
部
支
所
と
北
部
支
所
の
統
合

◼
損
害
評
価
会
委
員

•

定
数
：�
３
１
０
０
人
以
内
か
ら
７
０
０
人
以
内
に 

変
更
（
新
た
に
選
出
）

•
�

任
期
：
令
和
８
年
４
月
１
日
～ 

�
令
和
11
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

•
�

こ
れ
ま
で
の
損
害
評
価
に
関
す
る
業
務
に
加
え
、 

総
代
選
出
に
関
す
る
協
力
を
依
頼

◼
損
害
評
価
員

こ
れ
ま
で
共
済
部
長
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
農
家
の
皆
さ
ま
を
支
え
、
農
業
保
険
制

度
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
を
も
ち
ま
し
て
共
済
部
長
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ

り
築
か
れ
た
「
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
や
、
支
え
あ
い
の
仕
組
み
」
は
、
今
後
も
大

切
に
受
け
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

改
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

役
職
員
一
同

駅館川

北部支所

宇佐市宇佐文化会館・ウサノピア
　　　　　　　　　　　●

●宇佐市役所

●鷹居地区公園

駅館小学校
●

10

10

44

宇佐市
平和資料館
●

別府市、日出町、杵築市、
国東市、姫島村にお住まいの方も４月からの
お問い合わせは北部支所へお願いします。

ＴＥＬ（0978）32-1307
ＦＡＸ（0978）32-0177

【北部支所】
〒879-0453　宇佐市大字上田1046番地５

※動力噴霧機・乗用溝切機の貸出等は
東部駐在所でも引き続き行います。

大
分
県
の
農
業
環
境
は
大
き
く
変
化
（
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
減
少
等
）
し
、
当
組
合
に
お

い
て
も
国
か
ら
の
事
務
費
補
助
金
等
の
減
少
に
伴
い
職
員
数
の
減
少
を
必
要
と
す
る
な
か
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
基
礎
組
織
体
制
の
構
築
と
健
全
な
財
務
体
質
に
基
づ
く
事
業
運
営
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の
事
業
推
進
、
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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毎
年
の
お
申
し
込
み
は
も
う
不
要
で
す
！

園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
共
済
の
自
動
継
続
特
約
が
始
ま
り
ま
す
。

手
続
き
の
手
間
を
減
ら
し
て
、
安
心
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
８
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
！

園
芸
施
設
共
済
の
自
動
継
続
特
約
は
、
前
年
の
加
入
内
容
と

変
更
な
く
継
続
す
る
場
合
に
、
加
入
申
込
書
の
提
出
が
不

要
に
な
る
制
度
で
す
。
毎
年
の
継
続
手
続
き
が
自
動
化
さ
れ
る

た
め
、
手
続
き
忘
れ
に
よ
る
補
償
切
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
動
継
続
特
約
と
は
？

自
動
継
続
の
流
れ

令和７年度の
園芸施設共済の

加入申込時に
自動継続特約に申し込み

いただいた方が
対象です。

対象となる方

お手続きは
不要です。
自動的に

継続されます。

自動で継続！

署名・捺印の上、
返信用封筒などで
ご提出ください。

※提出期限厳守

変更届出書を
提出

変
更
届
出
書（
加
入
申
込
書
）が
郵
送
で
届
き
ま
す
。

内
容
確
認

近
年
、
事
故
発
生
か
ら
相
当
な
期

間
を
空
け
て
通
知
を
い
た
だ
く
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。

通
知
が
遅
延
す
る
と
、
正
確
な
損

害
評
価
が
で
き
ず
、
共
済
金
の
お

支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
た
際
は
、
速

や
か
に
当
組
合
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

早
期
の
事
故
発
生
通
知
の

お
願
い

変更なし

変更あり

要提出

施
設
の
一
部
撤
去
、
増
設
、
被
覆

材
の
変
更
な
ど
、
施
設
の
内
容
が
変

わ
っ
た
場
合
は
必
ず
届
け
出
が
必
要

で
す
。
申
告
が
な
く
被
害
に
遭
っ
た

際
、
適
切
な
共
済
金
が
お
支
払
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

重 

要
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大
事
な
建
物
を
補
償
い
た
し
ま
す

建
物
共
済

火災共済の対象となる主な災害

 風水害 地震・噴火・
津波

火災 落雷 水道管の
凍結事故

給排水設備の
事故による水漏れ

総合共済の対象となる主な災害

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
暖
房
器
具
や
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。
建
物
共
済
で
万
が
一
に
備
え
、
暮

ら
し
の
安
心
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

１年間の掛金例（一般造）
補償額

種類
1,000万円 2,000万円

火災共済 9,410円 18,820円

総合共済 29,860円 59,720円
※建物の構造によって掛金が異なります。

30
万
円
ま
た
は
50
万
円
ま
で
の

�

損
害
に
対
し
て
実
損
害
額
を
補
償
す
る
特
約
で
す

ご
加
入
中
の
掛
金
に
左
記
金
額
を
プ
ラ
ス
す
る
と 

特
約
金
額
ま
で
損
害
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

共済の種類 特約金額 追加掛金

火災共済
30万円 ＋680円

50万円 ＋950円

総合共済
30万円 ＋3,010円

50万円 ＋5,110円

※�小損害実損填補特約を付帯するには同一契約の同一 
建物において1,000万円以上の加入が必要です。

※地震・噴火・津波は除く

お
す
す
め
の
特
約
!!

小
損
害
実
損
填て

ん

補ぽ

特
約
の

�

ご
案
内

プラス  風水害 地震・噴火・
津波

火災 落雷 水道管の
凍結事故

給排水設備の
事故による水漏れ

火災共済の
補償

総合共済に
加入することで
火災・風水害・
雪害・地震

が対象になります

建
物
の
専
用
水
道
管
が
凍
結
に
よ

り
破
損
し
、
被
害
が
そ
の
専
用
水
道

管
の
み
の
場
合
に
、
修
理
費
用
の
実

費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。（
パ
ッ
キ

ン
部
分
の
み
の
被
害
は
除
く
。
１
事

故
に
つ
き
10
万
円
が
限
度
。）

水
道
管
凍
結
修
理
費
用

共
済
金

火
災
や

積
雪・凍
結
に

ご
注
意
を
!!

このような
事故も補償
いたします

お得に補償が
できます。
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建 物 共 済

加入申込書の提出は
郵便で返信してください

これまでは、組合職員または地区推進員がご加入者さま宅に訪問し、加入内容の
確認および押印をいただいておりました。昨今の社会情勢の変化や感染症予防 
のため、お手続き方法を簡素化し、書類は郵送での提出とさせていただきます。

 翌年からは確認するだけ。手続きは不要です！

 提出忘れがなく安心して補償を継続！

 自動継続期間中でも契約内容の変更や解約は可能です！

令和７年度よりご契約には「自動継
続特約10年」をご利用いただきます
よう皆さまにお願いしています。加入
申込書をご提出いただいたあと、翌年
から10年目まで契約内容に変更がな
ければ自動で更新されます。

毎年ご契約内容の書かれた書面が
届きますのでご安心ください。

見直しや契約の停止はお申し出によ
り可能です。

年度 必要な手続き

1年目
（今年）

加入申込書を確認し、押印してご返信ください。
詳しくは上記の「新しい手続きの流れ」をご覧ください。

2年目
以降

郵便で届いた契約内容を確認するだけ！
変更が無い場合は手続き不要です。

11年目
加入申込書を送付いたします。
押印して返信するだけで新たに自動継続特約10年が適
用されます。（1年目と同じ内容に戻ります）

1	加入申込書が届きます
	 継続申込に必要な書類を郵送でお届けします。

2	加入内容を確認
	 内容を確認し、加入申込書に押印してください。

3	返信するだけ！
	 同封の返信用封筒に書類を入れ、ポストに投函し申込完了です。

新しい手続きの流れ

重要なお知らせ
手続き方法が
変わりました

自動継続特約
10年
のご案内

手続きがもっと
簡単になります
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収
入
保
険
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

令
和
７
年
の
保
険
金
請
求
が
始
ま
り
ま
す

令
和
７
年
分
の
保
険
金
等
の
支
払
い
は
、
令
和
７
年

分
の
確
定
申
告
書
類
の
提
出
後
と
な
り
ま
す
。
こ
の
保

険
金
等
を
令
和
８
年
分
の
雑
収
入
と
し
て
計
上
す
る
と
、

令
和
８
年
分
の
販
売
収
入
に
令
和
７
年
分
の
保
険
金
等

が
加
算
さ
れ
、
実
際
の
収
入
よ
り
も
過
大
に
計
上
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

事
前
に
保
険
金
を
見
積
も
り
、
令
和
７
年
分
の
雑
収

と
し
て
計
上
し
て
お
く
こ
と
で
、
令
和
８
年
分
の
過
大

な
課
税
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
金
等
の
見
積
額
算
出
は
、
税
務
申
告
に
必
要
な

書
類
を
も
と
に
、

•
�

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
窓
口

•
�

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の「
保
険
金

見
積
額
算
出
ツ
ー
ル
」

の
ど
ち
ら
で
も
算
出
で
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲NOSAI
全国連

保
険
金
の
見
積
り
支
援
を
行
い
ま
す

※
確
定
申
告
後
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
税
務
申
告
書
類
の
控
え
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
定
申
告
後
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
提
出
す
る
書
類
一
覧

税
務
申
告
書
類

そ
の
他
必
要
書
類　
※
対
象
の
場
合
の
み

個人

①�
令
和
７
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書

②�
令
和
７
年
分
所
得
税
青
色
申
告
決
算
書（
農
業
所
得
用
）

③�
令
和
７
年
分
所
得
税
青
色
申
告
決
算
書（
収
入
金
額
の
内
訳
）

•
�

雑
収
入
の
内
訳
が
わ
か
る
書
類

•
�

畑
作
物
直
接
支
払
交
付
金 

通
知
書

•
�

野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
交
付

金
が
確
認
で
き
る
書
類

•
�

棚
卸
表（
数
量
が
わ
か
る
書
類
）

法人

直
近
の
事
業
年
度
終
了
分
の

①�

法
人
税
確
定
申
告
書
（
別
表
一
）

②�

法
人
税
確
定
申
告
書
（
別
表
四
）

③�

損
益
計
算
書

④�

製
造
原
価
報
告
書

個
人 

令
和
８
年
３
月
16
日
㈪
ま
で

法
人 �

決
算
日（
事
業
開
始
年
度
終
了
の
日
）の 

翌
月
か
ら
２
か
月
以
内

令
和
７
年
分
確
定
申
告
期
限

個
人 

令
和
８
年
４
月
16
日
㈭
ま
で

法
人 

税
務
申
告
期
限
か
ら
１
か
月
以
内

令
和
７
年
分
税
務
申
告
書
類
の
控
え

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
提
出
期
限
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近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
も
平
均
気
温
の
上

昇
に
伴
い
、
大
分
県
で
は
干
害
や
紋
枯
れ
病
等
の
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
・
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
被
害
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
日
頃
の
対
策
と
あ
わ
せ
て
「
水
稲
共
済
」
へ

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

全
相
殺
方
式
と
は
？

農
家
ご
と
に
、
基
準
収
穫
量
の
１
割
以
上（
９
割
補
償
の
場
合
）の
減
収

が
あ
っ
た
場
合
に
共
済
金
を
支
払
う
方
式
で
す
。

加
入
対
象
者

①�

Ｊ
Ａ
な
ど
の
乾
燥
調
製
施
設
で
も
み
す
り
を
行
い
、
収
穫
量
が 

明
細
等
で
把
握
で
き
る
方

②�

青
色
申
告
ま
た
は
白
色
申
告
帳
簿
に
よ
り
収
穫
量
が
把
握
で
き
る
方

充
実
補
償

⚫	�

平
年
収
量
の
最
大
９
割
ま
で
補
償
（
７
～
９
割
で
選
択
可
能
）

⚫	�「
一
筆
半
損
特
約
」で
ほ
場
ご
と
の
補
償
に
も
対
応

	�


農
家
ご
と
の
減
収
量
が
一
定
の
割
合
を
超
え
な
い
場
合
で
も
ほ
場

ご
と
に
、
５
割
を
超
え
る
被
害
が
発
生
し
た
際
に
は
共
済
金
を 

支
払
い
ま
す
。（
オ
プ
シ
ョ
ン
付
帯
）

明
確
評
価

⚫	

個
人
の
実
績
に
基
づ
く
明
確
な
補
償

	�


乾
燥
調
製
施
設
な
ど
か
ら
の
収
穫
量
デ
ー
タ
を
も
と
に
補
償
を 

行
う
た
め
、
基
準
収
穫
量
の
設
定
や
共
済
金
の
算
定
が
明
確
で
す
。

そ
の
他
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
、
半
相
殺
方
式
、
品
質
方
式
も 

あ
り
ま
す
。

「
充
実
補
償
」と「
明
確
評
価
」の

�

全
相
殺
方
式
が
お
す
す
め
で
す

令
和
8
年
産
水
稲
共
済

�

加
入
申
込
始
ま
り
ま
す

水
稲
共
済

（例）
全相殺

９割
１位
○

①加入するに“○”を！
地域農業再生協議会から配付

される３枚複写の「営農計画書」
は、水稲共済の加入申込書も兼
ねています。今年の営農計画を
ご記入の上、提出をお願いします。

②加入方式を
　記入

※�昨年加入された方は、昨年の
実績が印字されていますので、
変更する場合は二重線で訂正
してください。（一部地域除く）

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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森林整備・治山対策

利水ダム
の活用

治水ダムの
建設・再生

霞堤の保全 雨水貯留施設
の整備

水田貯留

輪中堤の整備

遊水地整備

堤防整備・強化
河道掘削

排水機場の整備

砂防関係施設
の整備

ため池等
の活用

バックウォーター対策

学校施設の
浸水対策

リスクの高い地域

雨水貯留・排水
施設の整備

海岸保全施設の整備

リスクが低い
地域への移転 氾濫域

集水域

河川区域

⚫「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」と
は

田
ん
ぼ
の「
雨
を
貯
め
る
機
能
」を
よ
り
一
層
活
用
す
る
取
り
組

み
で
す
。
大
雨
の
際
、
一
時
的
に
田
ん
ぼ
に
水
を
貯
め
、
ゆ
っ
く
り

と
排
水
し
ま
す
。
営
農
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
実
施
し
ま
す
。

⚫「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」が
必
要
な
わ
け

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が

協
力
し
て
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る「
流
域
治

水
」の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
流
域
治
水
」の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
取
り
組
み
が
全
国
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

⚫「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
し
く
み

田
ん
ぼ
の
排
水
口
に
排
水
量
を
抑
制
す
る「
せ
き
板
」を
取
り
付

け
る
こ
と
で
大
雨
の
際
、
一
時
的
に
田
ん
ぼ
に
水
を
貯
め
、
ゆ
っ

く
り
排
水
し
ま
す
。

雨
水
を
一
時
的
に
田
ん
ぼ
に
貯
め
る
こ
と
で
、
地
区
内
及
び
下

流
域
の
排
水
路
や
河
川
等
の
水
位
上
昇
を
抑
え
、
浸
水
被
害
を
軽

減
し
ま
す
。

大
分
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

豪
雨
災
害
に
備
え
る
自
然
の
力 

田
ん
ぼ
ダ
ム

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
水
害
の
頻
発
化
・
激げ

き
じ
ん
か

甚
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
水
田
が
元
来
も
っ
て
い
る
多
面
的
機
能
の
一
つ

「
雨う

す
い
ち
ょ
り
ゅ
う
き
の
う

水
貯
留
機
能
」の
強
化
・
活
用
と
も
い
え
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」は
、

農
地
周
辺
部
の
被
害
軽
減
だ
け
で
な
く
下
流
域
集
落
等
へ
の
浸
水

被
害
リ
ス
ク
の
低
減
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
流り

ゅ
う
い
き
ち
す
い

域
治
水
」

の
有
効
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

排水量を
調整している状況

流域治水の取り組みイメージ

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大分県
多面的機能支払推進協議会

ホームページ

資料引用：農林水産省農村振興局「田んぼダムの手引き」より

「田んぼダム」実施

「田んぼダム」
実施

（排水量少ない）

「田んぼダム」
未実施

（排水量多い）雨水を貯留した状態 通常の状態

「田んぼダム」未実施

雨雲
門型タイプ

田んぼダム専用桝
（機能分離型排水桝）

いずれかのタイプの
田んぼダム堰板を
排水桝に設置

豪雨時は、雨水を田んぼに
一時貯留し、流出量を抑制

または
三角堰タイプ

雨雲

豪雨時は、流出量が抑制されず、
排水路の水位が急上昇

「田んぼダム」実施 「田んぼダム」未実施
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み
ん
な
で
と
め
よ
う
！

�

国
際
電
話
詐
欺

安全
安心

地域づくり
Safe & Secure

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

長
なが

畑
はた

 陽
よう

子
こ

 室長

全
国
的
に
「
国
際
電
話
番
号
」
を
犯
行
に

悪
用
し
た
特
殊
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

国
際
電
話
番
号
と
は
、「
０
１
０
」
や
「
プ

ラ
ス
」
な
ど
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
の
こ
と

で
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

犯
人
と
話
さ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
犯
人
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
こ
な
い
対
策
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

全
国
警
察
で
は
、
国
際
電
話
の
利
用
予
定

の
な
い
方
に
、
国
際
電
話
の
発
着
信
を
休
止

す
る
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
お

り
、
こ
れ
を
「
み
ん
な
で
と
め
よ
う
！
国
際

電
話
詐
欺
」、
略
し
て
「
み
ん
と
め
」
と
名

付
け
、
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

固
定
電
話
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す

が
、
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー
に
国

際
電
話
の
利
用
休
止
申
請
を
行
え
ば
、
無
償

で
国
際
電
話
の
着
信
や
発
信
を
休
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、「
ウ
ェ
ブ
申
込
」

「
電
話
申
込
」「
郵
送
申
込
」
が
あ
り
ま
す
の

４
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

と
お
り
、
共
済
部
長
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、

令
和
８
年
度
よ
り「
き
ら
り
」は
皆
さ
ま
の
ご

自
宅
等
へ
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
紙
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
「
き
ら
り
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
国
際
電
話
不
取

扱
受
付
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
も
、
国
際
電
話
の
利
用
休
止
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

「
み
ん
と
め
」
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

国際電話不取扱受付センター
ホームページ

警察庁・SOS47
特殊詐欺対策ページ

#みんとめ

令
和
８
年
度
か
ら

広
報
紙「
き
ら
り
」は

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す

春・夏・秋・冬
の
年
間
４
回
発
行
！

透
明
な
フ
ィ
ル
ム
に
入
っ
て
届
く
の
で

中
身
が
見
え
て
安
心
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中
津
市
を
拠
点
に
、
ベ
リ
ー
ツ
と
さ
が

ほ
の
か
を
栽
培
す
る
島
田
佳
太
さ
ん
。
以

前
は
熊
本
県
八
代
市
で
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ

ツ
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年

に
妻
の
実
家
で
あ
る
中
津
市
に
移
住
し
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

「
イ
チ
ゴ
は
広
大
な
農
地
を
必
要
と
し

な
い
た
め
、
高
単
価
で
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
設
栽
培
を
備
え
た
ハ

ウ
ス
で
の
栽
培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く

く
、
安
定
し
た
生
産
が
で
き
る
た
め
、
新

規
就
農
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

春
先
に
か
け
て
忙
し
く
な
る
イ
チ
ゴ
栽

培
は
長
期
保
存
に
向
か
ず
、
ほ
ぼ
毎
日
収

穫
作
業
が
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の

学
校
行
事
と
被
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
調

整
が
難
し
い
で
す
」
と
家
庭
と
農
作
業
の

両
立
に
気
を
遣
う
一
面
も
見
せ
ま
す
。

最
近
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
病
気
の
発

生
や
花
芽
が
付
か
な
い
こ
と
、
資
材
費
の

高
騰
な
ど
に
頭
を
悩
ま
せ
る
島
田
さ
ん
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
若
手
の
イ
チ
ゴ
農
家

を
中
心
と
し
た
定
期
的
な
集
ま
り
の
中
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
気
温
や
炭
酸

ガ
ス
の
濃
度
等
を
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
装
置
の
導
入
な
ど
、
作
業
の
省
力
化

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
、
大
分
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
で
あ
る
『
ベ
リ
ー
ツ
』
の
栽
培
を
研
究

し
、
今
よ
り
さ
ら
に
品
質
の
良
い
イ
チ
ゴ

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
目
標
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

よ
り
高
品
質
に

先
進
技
術
を
活
用
し
、
省
力
化
へ

▲イチゴの生育状況を確認する島田さん

▲だんだんと実り始めるイチゴ

▲品質向上を目指して頑張ります

ベ
リ
ー
ツ
、
さ
が
ほ
の
か
：
40
ア
ー
ル

中
津
市

島し
ま

田だ 

佳け
い

太た

さ
ん
（
41
歳
）
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「
農
家
を
長
く
続
け
る
た
め
に
、
新
し

い
技
術
に
も
目
を
向
け
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
意
欲
的
に
話
す

河
村
勝
幸
さ
ん
。

10
年
ほ
ど
前
、
高
齢
で
離
農
す
る
近

所
の
方
が
「
後
継
者
が
い
な
い
か
ら
、

イ
チ
ゴ
栽
培
を
や
っ
て
み
な
い
か
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。
２
年
間
佐

伯
市
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
で
学

ん
だ
の
ち
、
新
規
就
農
し
イ
チ
ゴ
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。

「
近
年
は
毎
年
変
わ
る
気
象
状
況
で
生

育
不
良
や
虫
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
収

穫
前
の
被
害
は
不
安
で
す
が
、
収
入
保
険

の
お
か
げ
で
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
」

と
補
償
の
大
切
さ
を
話
し
ま
す
。

「
消
費
者
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
両
親
が
『
お
い

し
い
』
と
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の

喜
び
で
す
」
と
表
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

「
知
人
の
栽
培
す
る
多
彩
な
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
に
魅
せ
ら
れ
、
栽
培
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
す
田
村
利
生
さ
ん
。

父
か
ら
継
い
だ
ハ
ウ
ス
み
か
ん
を
25
年
前

に
転
換
し
、
現
在
家
族
４
人
で
約
10
品
種
の

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
近
年
は
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
経
営

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
ず
は
現
状
維
持
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と
安
定
経

営
へ
の
意
気
込
み
を
み
せ
ま
す
。

「
取
引
先
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
求
め
ら
れ
る
品
質
・
状
態
・
納
期

を
把
握
し
、
日
々
の
品
質
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
」
と
話
す
穴
井
亮
輔
さ
ん
。
23
歳
の
時

に
後
継
者
と
し
て
就
農
し
、
花
苗
、
花
鉢
を

中
心
に
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
合
せ
て
花
以
外

の
作
物
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。
年
間
を
通

し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
施
設
を
有
効
活
用

し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
」を
原
動
力
に　

  
長
く
農
家
を
続
け
た
い

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
魅
せ
ら
れ
て　
家
族
で
目
指
す
安
定
経
営

品
質
守
り
な
が
ら　
次
の
一
歩
見
据
え
る

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
：
20
ア
ー
ル　
ホ
オ
ズ
キ
：
10
ア
ー
ル

ス
ト
ッ
ク
：
20
ア
ー
ル　
飼
料
用
米
：
２
２
０
ア
ー
ル

花
苗
：
40
ア
ー
ル　
花
鉢
：
20
ア
ー
ル　
杉
苗
：
15
ア
ー
ル

イ
チ
ゴ
：
８・４
ア
ー
ル

佐
伯
市
直
川
河か

わ

村む
ら 

勝か
つ

幸ゆ
き

さ
ん（
38
歳
）

玖
珠
郡
玖
珠
町
穴あ

な

井い 

亮り
ょ
う
す
け輔

さ
ん（
43
歳
）

▲春と秋の年２回、収穫を行います ▲玖珠町は気候が冷涼で栽培しやすいです

速
見
郡
日
出
町
田た

村む
ら 

利と
し

生お

さ
ん（
54
歳
）

▲摘果作業を行う様子 ▲農業を続ける人が増えることを願います
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PRESENT
宇佐市城井670-2
Ｔ Ｅ Ｌ／	0978-32-8510
定 休 日／	火曜日
営業時間／	18：30～23：00
	 （ラストオーダー 22:00）
団体コース：�４名以上、3,000円+ドリンク代 

or 4,500円で飲み放題

農事組合法人
大分県豊のしゃも生産者協議会
豊後大野市大野町宮迫1972番地１
Ｔ Ｅ Ｌ／0974-34-2254

道の駅おおの
豊後大野市大野町田中43-10
Ｔ Ｅ Ｌ／0974-34-3231
食堂営業時間／11：00～14：00

居心地のいいアメリカンな居酒屋！
宇佐市「四日市郵便局」通り沿いにある「コッ

トンフィールドラウンジ」。アメリカ音楽を
愛するマスターがアメリカ料理を好きになり
開店したお店は、15年目を迎えます。

牛肉100％の「ハンバーガー」はシンプル
で、まさに本場の味。他にも、底が深い生地に、
具材を詰め込んだボリューム満点の「スタッ
フドピザ」や、アメリカ南部発祥の「ガンボスー
プ」など、海外の味を気軽に楽しむことがで
きます。

一般的な居酒屋メニューや気まぐれメニュー
もあり、全てテイクアウト可能です。人柄の
いいマスターが営む心地よい空間で、美味し
い料理とお酒に舌鼓を打ってみませんか。

肉と脂の絶妙なバランス
豊後大野市大野町にある「農事組合法人　大分県豊の

しゃも生産者協議会」は、大分県特産地鶏「豊のしゃも」
を生産者自らが加工・販売まで行っている農業法人です。
「豊のしゃも」は肉と脂のバランスが絶妙で、その特

徴的なうまみは旅館や料亭などからも好評です。全国
へお届けできるようインターネット販売も行っていま
す。まずは、豊のしゃも肉が丸ごと１羽分届く「お試
しセット」がおすすめです。

同協議会から車で５分ほどの「道の駅おおの」では、
しゃも肉やプリンなどを購入できます。施設内のレ
ストランでは親子丼などの提供もあるので、今すぐ
食べてみたい方は、ぜひ「道の駅おおの」へお越しく
ださい。

10 10
四日市I.C.

44

44

625

658

529

響山地区公園
小倉池

駅館川

宇佐産業科学高校
● ●四日市郵便局

コットンフィールド
ラウンジ

宇佐市宇佐文化会館・ウサノピア
　　　　　　　　　　　  ●

農事組合法人
大分県豊のしゃも
生産者協議会

道の駅おおの

豊後大野市立
大野中学校

●
豊後大野市立●
大野小学校　

豊後大野市●
大野支所　

田代川 茜川

57

57

大野I.C.
中九州道

693

693

26

い
っちみちょくれ！

い
っちみちょくれ！

農事組合法人
大分県豊のしゃも
生産者協議会

インスタグラム

ふるさと納税での購入も可能

宇佐で
味わうUS

A！

いっちみちょくれ！
いっちみちょくれ！

コットンフィールド
ラウンジ

（Cotton Field Lounge）

北部支所　堀
ほり

 俊
とし

生
き

ホームページ

南部支所

中
なか

澤
ざわ

 祐
ゆう

樹
き
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PRESENT

QUIZ
１ ７ ６ ９

４ ８

２ Ⓑ

３ Ⓐ

Ⓓ 5 Ⓒ

クロスワードパズルに答えて
プレゼントをゲット！

「スターフーズ株式会社」から

タテのカギ
	2…	�昔の人の生活や、

活動の跡が残さ
れている場所

	6…	�多くの人が集まれ
るように作られた
部屋

	7…	�熱に強いこと
	8…	�丸い形のテーブル
	9…	�ウイスキーをコー

ラで割ったカク
テル

ヨコのカギ
	1…	� 「○○　正憲さん」の愛称は「ムツゴロウさん」
	2…	� 胃の内側を覆う膜
	3…	� 雨雪対策として考案された草

ぞ う り

履の一種
	4…	� 黄色のこと
	5…	� ○○○物には蓋

ふた

をしろ
	6…	� ○○山は福岡県と大分県の県境にあります

【Ⓐ～Ⓓを並べてできる言葉は？】
答え

■
Ⓐ

■
Ⓑ

■
Ⓒ

■
Ⓓ

て り や き前回号の答え

応 募 方 法	 �ハガキまたはＥメールに下記の❶〜❺を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表に 
かえさせていただきます。

	 ❶	クロスワードパズルの答え
	� ❷	感想や１番良かった記事、NOSAI への質問や要望
	 ❸	郵便番号、住所　❹氏名、年齢　❺電話番号
送 り 先	 〒870-0822 大分市大道町３丁目１番１号
	 大分県農業共済組合広報係
Ｅ メ ー ル	 kirari@nosai-oita.jp

締切：令和８年３月27日（金） ［消印有効］

スターフーズ株式会社
宇佐市住江635-1
TEL：0978-38-0274
https://www.star-foods.co.jp/

１枚ずつ手延ばしにこだわった生地
は、宇佐市で栽培された小麦を使
用しています。国東産バジルや杵築
産豊後鶏をトッピングしたピザは、
ご家庭のトースターで簡単に調理で
きます。是非、ご賞味ください。

１
た

２
な

４
え

５
と

６
た ま Ⓐ

て ば こ

７Ⓓ
き ず ８

み
Ⓒ
や

う ３
べ る

９Ⓑ
り さ い く る

スマホからも
応募

できます！

「マルゲリータ」、「バジル」、
「豊後鶏の炭火焼」の
冷凍ピザ３枚セットを
プレゼント

抽選で

５名様に
プレゼント！

子どもたちの成長を願い
感謝米を贈呈しました

NOSAIおおいたでは、平成11年から毎
年、県内各地で収穫された新米１トンを県
内の児童養護施設（12施設）へ贈呈して
います。

この活動は、地域社会への感謝と、子ど
もたちの成長を願って、役職員らの寄付に
より行っています。

今年度も12月16日に、大分県総合福祉
会館にて、「贈呈式」が行われました。
「感謝米」は職員がすべての施設へ11月

下旬までにお届けしました。

贈呈式の様子：	大分県社会福祉協議会　佐藤　章 会長（左）
	 NOSAIおおいた　森　宗一 組合長（右）
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NOSAIおおいた広報紙「きらり」第59号
令和８年２月発行
大分県農業共済組合（本所）
〒870-0822 大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242
東 部 支 所	 TEL.0978-63-4466
中西部支所	 TEL.0973-72-3409

南 部 支 所	 TEL.0974-22-3330
北 部 支 所	 TEL.0978-32-1307

印刷：	小野高速印刷株式会社　〒870-0913 大分市松原町２-１-６
	 TEL.097-558-3444　URL https://www.ohp.co.jp/

編 集 後 記
最 近、ぬ か 漬 け を 始 め

ました。毎日のかき混ぜ
が不要なタイプが販売さ
れており、手軽に続けら
れます。発酵食品である
ぬか漬けは、腸内環境を
整え、生活習慣病の予防
も 期 待 で き る そ う で す。
おいしく食べながら、健
康を大切にしたいですね。

「父が70歳を迎えたとき、自分や家族の将来について
考えるようになり、一念発起して跡を継ぐことを決意し
ました」と話すのは就農約10年目の大城英智さん。

以前は会社勤めで農業の知識は全くなく、家業を継ぐ
つもりはありませんでした。就農当初は右も左も分から
ず、両親の作業を真似しながら農業技術を身につけまし
た。「県内の産直市場には名前入りで出荷しているため、
品質にはこだわっています」と強い自信をのぞかせます。
「みかんの出来は天候が大きく影響します。いかに自

然とうまく付き合うかが今後の鍵です」と話す大城さん。
猛暑が続く日は潅

か ん

水
す い

を行い、早朝からの作業に取り組み
ます。大雨や台風の際には土の流出を防ぐために土のう
を積むなど、リスクマネジメントにも余念がありません。

子どもが成人した今は、仕事を終えた夜に近くの体育
館で、妻の千栄子さんと卓球やバドミントンを楽しみ、
リフレッシュしながら夫婦の時間も大切に過ごしています。

キ農業
女子 ラリキ農業
女子 ラリちゃんVol.19 踏み込み温床
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